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　秋晴れのもと、スポーツレクリエーション大会
が開かれ、３種目に合わせて町民 190人が出場。
それぞれ熱戦が繰り広げられました。
（10月 12日・農村総合センター /11頁に関連記事）
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平
成
21
年
第
３
回
紀
美
野

町
議
会
定
例
会
は
、
９
月
８

日
に
招
集
さ
れ
、
18
日
ま
で

の
11
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
、
平
成
21
年

度
各
会
計
補
正
予
算
を
は
じ

め
、
条
例
の
改
正
、
工
事
請

負
契
約
の
締
結
な
ど
案
件
26

件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
15
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

　

去
る
10
月
６
日
、
県
民
交
流

プ
ラ
ザ
「
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
」

に
お
い
て
、
中
家　

俊
氏
が
長

年
に
わ
た
り
民
生
委
員･

児
童

委
員
と
し
て
地
域
福
祉
に
尽
力

さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
県
知
事

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
、
平
成
４
年
か
ら
民
生

委
員
・
児
童
委
員
を
務
め
ら
れ
、

地
区
住
民
と
の
対
応
に
は
親
身

に
な
っ
て
相
談
相
手
に
な
り
、

気
軽
に
行
動
を
起
す
こ
と
で
住

民
か
ら
の
信
望
が
厚
く
賛
辞
を

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

□
紀
美
野
町
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

人　

事

□
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
同
意

　

氏
名　

横
山　

和
彦
氏

　

住
所　

紀
美
野
町
中
田
１
２
６

工
事
請
負
契
約
の
締
結

□
町
道
谷
線
道
路
改
良
工
事

（
第
１
工
区
）
契
約
金
額

　
（
７
，１
５
９
万
９
千
５
百
円
）

そ
の
他

□
和
歌
山
周
辺
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
の
廃
止
に
つ
い
て

※
平
成
21
年
度
各
会
計
補
正
予

算
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

た
。

　

尚
、
一
般
会
計
な
ど
11
件
の

平
成
20
年
度
決
算
認
定
に
つ
い

て
は
、
特
別
委
員
会
に
付
託
を

し
、
第
４
回
定
例
会
ま
で
審
査

さ
れ
ま
す
。

議  

案
条
例
の
改
正

□
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
健
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

（単位：千円）

（単位：千円）

議
会
だ
よ
り

平
成
21
年
度 

県
社
会
福
祉
功
労
知
事
表
彰 

受
賞

第
３
回
定
例
議
会

一般会計補正予算の主な内訳

中
家　

俊
氏
（
吉
野
）

平成２１年度　補正予算

会　計　区　分 補正額 補正後の歳入
歳出予算額

一　般　会　計 464,695 7,626,210 

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 35,848 1,493,699 

国民健康保険診療所事業特別会計 8,936 119,595 

後期高齢者医療特別会計 2,008 350,065 

介護保険事業特別会計 15,664 1,423,430 

農業集落排水事業特別会計 128 26,192 

のかみふれあい公園運営事業特別会計 52,240 104,771 

野上簡易水道事業特別会計 32,800 86,064 

美里簡易水道事業特別会計 9,152 137,454 

企　業　会　計

公営
企業 上水道事業会計 (収益的収支 ) 0 120,090 

・ テレビアナログ放送受信設備撤去交付金 33,000 

・ 保育所光ケーブル引込事業 12,075 

・ 防災行政無線移動系無線機器設置事業 9,839 

・ 新型インフルエンザ予防接種費用助成金 8,000 

・ 観光看板設置事業 15,000 

・ 学校 ICT環境整備事業 25,346 

・ 理科教育振興事業 12,476 

・ 図書管理システム整備事業 20,674 

・ スポーツ公園案内表示板設置事業 3,200 

・ のかみふれあい公園ステージ整備事業 10,500 

・ のかみふれあい公園遊具等大規模改修事業 30,000 
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「和歌山地場産フェア」開催！
　和歌山地域の地場産品を一堂に展示し、流通業者及び一般消
費者に地場産品の良さを広くPRするとともに、異業種間の交
流を深め、地場産業の活性化に寄与することを目的に、和歌山
地場産フェアを開催します。

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間を開設！

～女性の人権にかかわる問題について相談に応じます！～

※相談は無料、秘密は厳守されます。
※夫や恋人からの暴力、職場等におけるセクシュアル・ハラ
スメント、ストーカー行為など、女性の人権にかかわるす
べての問題について、女性の人権擁護委員が電話相談に応
じます。
※上記の期間以外は、月曜日から金曜日の午前８時３０分か
ら午後５時１５分まで、同じ電話番号で「女性の人権ホッ
トライン」を開設しています。土・日曜日・祝日・時間外
は留守番電話になります。なお、毎週月曜日と水曜日は女
性の人権擁護委員が相談に応じます。

期　　間
　　

平成２１年１１月１５日（日）～２１日（土）
午前８時３０分～午後７時
（ただし、土・日曜日においては、午前１０時～
午後５時）

電話番号
　　

０５７０－０７０－８１０
（全国共通ナビダイヤル）

内　　　容   ・新製品・パネル等の展示
・体験コーナー
　（保田紙の紙すき、漆器蒔絵及び桐の小物作り）
・実演コーナー
　（パイル織物の再織の実演）
・地場産品即売会

入場無料。
この機会に伝統ある和歌山の地場産業を体験して下さい。
日　　　時 平成21年11月 28日（土）～29日（日）

１０：００～１７：００
会　　　場 和歌山地域地場産業振興センター
お問合せ先
　

 （財）和歌山地域地場産業振興センター
〒641-0012　和歌山市紀三井寺８５６番地
℡　073-447-3334（代）
担当　中村・松房

　今回の新型インフルエンザ（Ａ /Ｈ１Ｎ１）は、既に本格的な流行期に入っており、引き続き感染が拡大しています。
　新型インフルエンザワクチンは、当面、提供できる量に限りがあるため、より必要性の高い方々に接種の機会が提供
される工夫が求められ、下記のとおりのスケジュールが、国で決められました。

☆新型インフルエンザワクチン接種の目的

　新型インフルエンザによる死亡者や重症
者の発生をできる限り減らすこと、及びそ
のために必要な医療を確保することです。

☆ワクチン接種の効果と危険性

　ワクチン接種は多くの方に重症化予防と
いう長所がありますが、接種後、腫れたり、
熱が出るなどの症状が見られたりするほか、
まれに重篤な症状を引き起こす可能性もあ
ります。　
　この点をご理解いただいたうえで、個人
の選択により接種を受けることとなります。

☆優先的に接種する方々について

　インフルエンザ患者の診療に直接従事される医療従事者、
妊婦、※基礎疾患を有する方、幼児、小学生、中学生、高校
生（相当）、１歳未満児の保護者、６５歳以上の高齢者。
※基礎疾患を有する方
①慢性呼吸器疾患・②慢性心疾患・③慢性腎疾患・④慢性
肝疾患・⑤神経疾患・神経筋疾患・⑥血液疾患・⑦糖尿病・
⑧疾患や治療に伴う免疫抑制状態・⑨小児科領域の慢性疾患
上記の疾患のため、入院中または通院中の方。
詳細は、かかりつけ医にご相談下さい。

☆お問い合わせ先
◎海南保健所（発熱相談センター）
　TEL４８２－０６００
　午前9時～午後５時45分（土、日、祝日は除く）　
◎紀美野町総合福祉センター（保健福祉課）
　TEL４８９－９９６０
　午前８時３０分～午後５時１５分（土、日、祝日は除く）
◎厚生労働省新型インフルエンザコールセンター
　TEL０３－３５０１－９０３１
　午前10時～午後6時（土、日、祝日は除く）

※接種時期・場所と費用については、
　各戸配布の資料をご覧下さい。

☆ワクチン接種の意義

　今回の新型インフルエンザワクチンに
は、これまでのデータから、重症化や死亡
の防止に一定の効果が期待されます。ただ
し、感染防止の効果は証明されておらず、
接種したからといって、かからないわけで
はありません。
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『
愛
の
手
で
築
こ
う

　
　
　
　

明
る
い
よ
い
社
会
』

愛
の
協
賛
金
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
侵
す

こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で
す
。
心
豊

か
に
暮
ら
せ
る
紀
美
野
町
を
築
く
た

め
に
、
人
権
に
関
す
る
施
策
を
な
お

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
人
権
や
他
者
の
人

権
を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題

を
自
分
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
姿
勢
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
人
権
」
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
を
提
供

し
、
自
分
自
身
に
よ
る
「
気
づ
き
」

を
促
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

毎
年
、
11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日

ま
で
を「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」

と
し
て
、
紀
美
野
町
人
権
委
員
会
、

人
権
擁
護
委
員
、
そ
の
他
関
係
機
関

の
協
力
の
も
と
啓
発
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

■
の
ぼ
り
の
設
置
（
町
内
各
所
）

　

11
月
中

■
街
頭
啓
発　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

11
月
22
日　

10
時
〜

■
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
展　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

10
月
31
日
〜
11
月
３
日

■
町
民
大
学
講
座
（
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
）

　

文
化
セ
ン
タ
ー

　

11
月
３
日　

13
時
30
分
〜

　

※
詳
し
く
は
６
頁
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
人
権
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
き
み
の
気

づ
き
４
」
配
布

　

※
生
涯
学
習
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
を
め
ぐ
る
深
刻

な
問
題
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
高

齢
者
虐
待
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

世
間
的
に
「
高
齢
者
＝
弱
者
」
と

と
ら
え
る
な
ど
、「
老
い
」
に
は
悲

観
的
な
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
高
齢
者
の
生
き
方

や
、
自
分
の
人
生
を
寂
し
い
も
の
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
世
代
に
関
係
な

く
人
々
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が
作
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
わ
た
し
た
ち
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
身
近
な
お
年
寄
り
に
対

し
て
決
ま
り
文
句
の
挨
拶
で
は
な

く
、
あ
な
た
に
し
か
、
そ
し
て
、
そ

の
人
し
か
語
り
え
な
い
こ
と
ば
で
語

り
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

〇
高
齢
者
の
人
権

（
人
権
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
一
部
抜
粋
）

　

わ
が
国
の
高
齢
化
は
、
か
つ
て
世

界
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
速
さ
で

進
ん
で
お
り
、
２
０
１
５
年
に
は
４

人
に
１
人
、
２
０
４
０
年
に
は
３
人

に
１
人
が
65
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢

社
会
を
迎
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

本
町
で
は
、
現
在
（
平
成
21
年
３

月
末
）
の
高
齢
者
の
人
口
比
率
は

36.4
％
で
あ
り
、
更
に
高
齢
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
高
齢
化
が
す
す
む

中
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
確
保
さ
れ
、

　

今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ま
方
の
お
陰

で
、【
４
７
０
，
２
９
８
円
】
と
い
う

多
額
の
浄
財
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
募
金
は

＊
地
域
の
非
行
防
止
の
環
境
浄
化

と
啓
発

＊
更
生
保
護
施
設
に
入
っ
て
い
る

恵
ま
れ
な
い
人
へ
の
激
励
、
援

助
活
動

＊
矯
正
保
護
施
設
で
社
会
復
帰
の

た
め
に
教
育
を
受
け
て
い
る
人

た
ち
の
更
生
を
助
け
る
た
め
の

援
助
活
動

　

そ
の
他

＊
町
内
小
学
校
新
１
年
生
に
防
犯

ブ
ザ
ー
を
毎
年
プ
レ
ゼ
ン
ト

＊
町
内
各
公
民
館
、
小
・
中
学
校
の

プ
ラ
ン
タ
ー
に
四
季
折
々
の
花

植
え

　

地
域
の
住
民
や
こ
ど
も
達
と
共
に
歩

ん
で
い
く
更
生
保
護
女
性
会
を
今
後
と

も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

皆
様
の
温
か
い
お
心
に
感
謝
し
、
紙

上
を
お
借
り
し
て
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
紀
美
野
町
更
生
保
護
女
性
会　

会
員
68
名
）

　
　
　
　
　

会
長　

新
谷
垣
内　

悦
子

 

人権を考える強調月間
11月 11 日～ 12 月 10 日

は高齢者比率50%以上

は高齢者比率40％以上

紀美野町全図
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女
性
46
名
）
は
、
高
齢
者
教
室

で
海
南
警
察
署
の
南
交
通
課
長

か
ら
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
重
点
に
つ
い
て
の
講
義
を
受

け
た
後
、
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会
（
８

ホ
ー
ル
）
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。数
字
は
ス
コ
ア
で
す
。

　

９
月
28
日
、
第
５
回
シ
ル

バ
ー
交
通
安
全
大
学
が
、
紀
美

野
町
役
場
会
議
室
で
開
か
れ
ま

し
た
。
最
後
と
な
る
講
義
は
、

県
警
安
全
教
育
班「
ひ
ま
わ
り
」

の
ご
協
力
を
得
て
行
わ
れ
、
受

講
者
15
名
は
全
て
の
課
程
を
修

了
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
終
了
後
、
閉
校
式
が
行

わ
れ
、
学
長
の
寺
本
町
長
か
ら

修
了
証
書
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学

は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間
中
に
開
校
し
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
中
に
お
け

る
閉
校
ま
で
５
回
の
講
義
を
実

施
し
、
交
通
安
全
に
関
す
る
知

識
と
技
能
を
マ
ス
タ
ー
し
た
、

交
通
社
会
に
適
応
で
き
る
高
齢

者
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
16
日
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
（
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）
で
紀

美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ペ
タ
ン
ク
部
主
催
の
第
７
回
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
22
チ
ー
ム
（
66
名
）

が
７
コ
ー
ト
に
分
か
れ
て
予
選

が
行
わ
れ
、
そ
し
て
、
７
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
競

い
合
い
ま
し
た
。

　　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
　

下
佐
々
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　
　

有
ノ
木
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位　
　

有
ノ
木
Ｄ
チ
ー
ム

第
４
位　
　

有
ノ
木
Ｃ
チ
ー
ム

　

10
月
18
日
、
町
民
一
斉
清
掃

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
紀

美
野
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

が
提
唱
し
、
毎
年
５
月
と
10
月

の
第
３
日
曜
日
に
町
内
全
域
で

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当

日
は
各
地
域
で
早
朝
よ
り
多
く

の
方
々
が
道
路
脇
や
側
溝
の
清

掃
、
捨
て
ら
れ
た
ご
み
や
空
き

缶
な
ど
を
拾
い
集
め
、
大
変
き

れ
い
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
美
し

い
ま
ち
を
め
ざ
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

９
月
17
日
、
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
第
４
回
紀
美
野
町
交
通

安
全
高
齢
者
教
室
・
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
99
名
（
男
性
53
名
・

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

高齢者教室

ゲートゴルフを楽しむお年寄り

修了証書と記念品を
受け取る受講者

熱戦が繰り広げられたペタンク大会

側溝の清掃をする住民の皆さん（下佐々地区で）

ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
む
!!

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全

　
　
　
　

大
学
が
閉
校

第
５
回
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学
を
開
催

交
通
安
全
高
齢
者
教
室
・

　

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　

開
か
れ
る
！

【男性】
　優　勝　妹背　恭禎（神野市場）36
　準優勝　前中　徹哉（永　　谷）39
　３　位　中本　侑喜（毛 原 中）40　
　
【女性】
　優　勝　池本 タマミ（福　井）41
　準優勝 　仲　　節子（福　田）43
　３　位 　弓庭　美鶴（毛原宮）44

町
民
一
斉
清
掃
を
実
施

ま
ち
を
き
れ
い
に
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教室名 日　　時 場　　所

コアラ １１月１０日（火）
９：３０～１１：３０

総合福祉センター
（お散歩）

カンガルー １１月２７日（金）
９：３０～１１：００

総合福祉センター
（プレイルーム）

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター 毎週月曜日／9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日／9：00～11：30

自然体験世代
交流センター

鎌滝６３６（℡４９５－３１２７）
毎月　第２・４週の木曜日／9：30 ～11：30

育児相談
子育て支援センター開放日と同じ日・時で行います。
（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

■場　所：総合福祉センター
　　　　　４日、１１日、１８日、２５日（いずれも水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの
方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測
定もおこないます。

お問い合わせ先：保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

★遊びの教室のご案内

なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方
は、申込みよろしくお願いします。

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○第一保育所：１１月１０日（火）・１７日（火）　℡４８９－２１４４
○第二保育所：１１月　９日（月）・３０日（月）　℡４８９－４９５３
○小川保育所：１１月　６日（金）・２０日（金）　℡４８９－２４０５

○神野保育所：１１月　４日（水）・１８日（水）　℡４９５－２０４９
○毛原保育所：１１月１１日（水）・２５日（水）　℡４９９－０１３１

〈お申込みは、子育て支援センター ℡489-9711まで〉
※留守の場合は、第二保育所

虐待予防に関する相談窓口

連絡先

平日（８：３０～１７：１５）
℡４８９－９９６０（直通）
休日・夜間（１７：１５以降）
℡４８９－２４３０

場　所 紀美野町下佐々１４０８－４
紀美野町総合福祉センター内

地域包括支援センター（保健福祉課）

11月の日程

海
南
保
健
所
だ
よ
り

事業名 対象・内容等 日　時
健康相談 健康診断書の作成

一般健康相談
１１月１０日（火）　１４：００～１６：００
１１月２４日（火）　１４：００～１６：００

エイズ検査 エイズの各種相談 １１月１０日（火）　１４：００～１６：００
１１月２４日（火）　１４：００～１６：００

検便 １１月１０日（火）　１４：００～１６：００
１１月２４日（火）　１４：００～１６：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

１１月　５日（木）　１４：００～
１１月１１日（水）　　９：００～
１１月１９日（木）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。

１１月１０日（火）　１５：００～１６：００
１１月２４日（火）　１５：００～１６：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：００～１７：００

健康相談のお知らせ enjoy ウォーキング in片男波
　　　～楽しく歩いて、健康に！！～
万葉の歴史を感じて、緑の中をゆっくり散歩。潮風にあたりながら、
しっかりウォーキング。子どもから大人までそれぞれのペースで
楽しめます。家族・友人・職場の仲間、みんなで参加しませんか？
楽しい内容をご用意しています。

　○歩数計でチャレンジ（歩数計をお持ちの方は、ご持参ください）
　○ウォーキング講習会
　○健康クイズラリー
　○健康おやつのお土産

日時 平成21年11月 29日（日）１０：００～１２：００
場所 片男波公園　　駐車場あり（有料）
入場料・参加料 無料（申し込み必要）
募集人数 100名　＊応募多数の場合は、抽選にて決定します＊
申し込み方法 氏名、住所、年齢、電話番号、勤務先名をご記入の上、

海南保健所保健福祉課あてＦＡＸにて申し込み。
申込期日 平成21年11月 13日（金）必着
お申し込み・
お問い合わせ

和歌山県保健医療圏地域・職域連携推進協議会事務局
海南保健所　保健福祉課　北畑、小川
ＴＥＬ：073-482-0600　ＦＡＸ：073-482-3786
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　メタボが気になる方、健康体を維持した
い方、もっと健康になりたい方、健康的な
食事や食習慣についてみなさん一緒に学び
ましょう。

障がい者巡回相談のお知らせ

お問い合わせは保健福祉課まで（℡ 489 － 9960）

健康づくりコーナー

海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所
による巡回相談を下記のとおり実施します。「障害福祉に関
する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」
など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさまざ
まな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必
要な援助などを行います。巡回相談は、原則予約となりま
すので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行い
ます。）なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますの
で、下記事業所までご連絡ください。

対　象　者 精神障がいの方・
家族の方

身体障がいや
知的障がいの方・家族の方

月　　　日 １１月１０日（火） １１月１８日（水）

場　　　所
時　　　間

・美里支所
　9 時 30 分～正午
・総合福祉センター
　13 時 30 分～16 時

・美里支所
　9時30分～正午
・総合福祉センター
　13時30分～16時

予　約　先
野上厚生病院内
相談支援事業所
℡  489－2908

療育センターＡ
あ お い

ＯＩ
℡  483－ 0454

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内

■子宮頸がん検診・乳がん検診・胃がん検診は各５０名で締め切らせていただきます。
■国保特定健診対象者：40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～
【平成21年度の集団健診日程】申込みは保健福祉課まで！
日　程　 場　　所 国保特定

健診
胃がん 
検診

大腸がん
検診

肺がん 
検診

乳がん 
検診

子宮頸がん
検診

11月 29日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保特定健診・がん検診）を受けられる場合、事前に医療機関に連絡してから、お受け下さい。
◆胃がん検診（バリウム検診）は朝食を摂られた場合、検査できませんので、ご注意下さい。◆子宮頸がん検診で過去６ヶ月以内に不正出血や月経異常のある方は医
療機関での検診をお勧めします。◆ペースメーカー装着者・豊胸術実施者・乳房温存治療後・妊娠中の方は安全上、町の乳房検診をお受けいただく事ができません。（医
療機関で御相談下さい）。

※上記以外にも、医療機関（紀美野町・海南市内）
での個別健診（国保特定健診・がん検診）や、
国保被保険者の方は国保歯科検診等もご利用
いただけます。

詳細は保健福祉課までお問合せください。　保健福祉課：℡４８９－９９６０（総合福祉センター内）

地域サロンの立ち上げを応援します
地域で気軽に楽しく集える場所、地域サロンが各地区で広
がっています。
皆さんの地域でも集会所等でサロンを始めてみませんか？
町では下記のように地域サロンの立ち上げを応援します。
　
１．材料費や食料費などの補助
 自分たちで計画した仲間づくり、生きがいづくり活動の
材料費などを一部補助します。

 （これから始めるサロンに限ります。金額など詳しくは
下記にご相談下さい。）

　
２．血圧計の給付
 サロンとして使用する集会所等に自動血圧計をお渡し
します。

 （すでに行われているサロンに対してもお渡しします。
数に限りがありますので先着順とさせていただきます。）

ヘルシー料理にチャレンジ！
（料理教室 後期Part.2）  

日  時 １１月２７日（金）午前９時３０分～昼食終了まで

場  所 総合福祉センター（調理実習室）

内  容 調理実習と講話
　「減塩と高血圧予防について」
　　－調理の工夫で塩分減！！－

持ってくる物 エプロン、三角巾、持ち帰り用容器
健康管理ファイル（持っている方）

参加費 ２００円 定　員 15名

申し込み
締め切り

１１月２４日（火）※但し、申込者多数の場合は抽
選により決めさせていただきます。

申込み先 保健福祉課（℡４８９－９９６０）

歯に自信のある方募集
　紀美野町では、全国的にも展開されている ８０２０(ハチマ
ルニイマル )運動（８０歳になっても自分の歯を２０本以上残
そう！という運動）を実施しています。
　８０２０達成者は“健康で元気”と言われていますので、そ
んな方々が増えると、紀美野町はより一層元気な町になります
ね。
　そこで今回、下記に該当する方に、歯科優良者として表彰状
を進呈させていただきますので、歯に自信のある方は、ぜひお
申し込み下さい。

今年度、最後の集団健診
です！申し込み締め切り
は11月１８日です

◆お問い合わせ先
紀美野町保健福祉課（℡489-9960）

～ご注意下さい～

  

対　　象 （平成２１年１１月１日現在）８０歳以上で、
自分の歯が２０本以上残っている方で、歯に
自信のある方。（なお、昨年度までに表彰され
た方は対象外とします）

申し込み方法 １１月２０日 (金 ) までに、下記へ電話にてお
申し込み下さい。

☆お申し込みいただいた方には、表彰審査のため、事前に調査
させていただくことがあります。ご了承下さい。

～お申込み・お問合せはこちらへ～
　　　　保健福祉課　　℡４８９－９９６０
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家
族
介
護
慰
労
金
の

　
　
　
　
　
　

  

お
知
ら
せ

　

町
で
は
高
齢
者
等
の
要
介
護

者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家

族
に
対
し
て
慰
労
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
所
得

制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
、

課
税
世
帯
の
方
に
も
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。

　

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
。

①
要
介
護
者
が
、
介
護
保
険
に

お
け
る
要
介
護
４
又
は
要

介
護
５
（
特
定
疾
病
に
該
当

す
る
認
定
者
を
含
む
）
と
認

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
（
介
護
保
険
未
申
請
で
上
記

に
相
当
す
る
場
合
は
ご
相

談
下
さ
い
）

②
要
介
護
者
が
、過
去
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
１
週

間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
を
除
く
）
を
利
用
し

て
い
な
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。
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②
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。
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支
給
額
）
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万
円

（
問
い
合
わ
せ
）
保
健
福
祉
課

（
℡
４
８
９―

９
９
６
０
）

パーソントリップ調査に
　　　　　　　ご協力をお願いします！
　平成22年秋季に、京阪神都市圏（近畿２府４県）にお住まいのみ
なさまを対象としたパーソントリップ調査を実施する予定です。これ
に先立ち、より良い調査方法や調査内容を検討するために、平成21
年11月に事前調査を実施します。
　この調査は、みなさまが日頃の生活の中で、どのような交通手段・
目的で移動しているかなど、人の動きの実態をお聞きするものです。
調査結果は、今後の都市圏の交通、まちづくり、防災などさまざまな
計画を策定するための貴重な資料となります。
　この調査は無作為に抽出したご家庭へ、郵送により調査票を配布致
します。調査票がお手元に届きましたら上記の目的を御理解のうえ、
調査に御協力頂きますようよろしくお願いします。

　なお、郵送調査の対象者以外の方もインターネットでの回答が可能
です。ご協力ください。京阪神都市圏交通計画協議会のトップページ
より『調査回答ページ』をクリックしてください。
（http://www.keihanshin-pt.com）

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税
の社会保険料控除の対象となります。
　国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合は、
毎年１月１日から12月31日までの間に納付（納付見込
みを含む）した国民年金保険料の額を証明する書類の添付
が必要です。
　このため、生命保険会社等が発行する控除証明書と同様
に、１年間納付した国民年金保険料の額を証明する「社会
保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が社会保
険庁から毎年11月上旬に送付されます。
　証明内容は、本年1月から9月30日までの間に納付さ
れた国民年金保険料額と年内に納付が見込まれる場合の納
付見込み額です。
　年の途中から国民年金に加入した場合など、10月1日
から12月 31日までの間に初めて保険料を納付する方に
ついては、翌年2月上旬に同様の証明書が送付されます。

年末調整や確定申告には『社会保険料
　　（国民年金保険料）控除証明書』を

お問い合わせ　住民課国民年金係　℡４８９－５９０３
　　　　　　　住民・福祉室　　　℡４９５－３４６４

和歌山県にお住まいのみなさまへ

調査主体 京阪神都市圏交通計画協議会（和歌山県、国土交通省他）
連絡先 和歌山県道路政策課　℡　０７３- ４４１- ３１１６

平成２２年度　保育所入所手続きのお知らせ
平成２２年度保育所入所児童を募集します。

●対象児

　紀美野町に在住し、家庭内において日々の保育に欠け集団保育可能な児童。
　満２歳以上であること。（但し、野上第１保育所・神野保育所は満１歳以
上なら可）
※２１年度までは、４月１日を基準日としておりましたが、２２年度より誕
生日の翌月より入所可能となっております。

●入所申込手続き

　新規に入所を申し込まれる方は、入所申請書に必要事項を記入後、添付書
類と共に、保健福祉課（総合福祉センター）または、住民・福祉室（美里支
所）に提出してください。
　なお、入所申請書は上記申込場所に備え付けています。
　また年度途中から入所を希望される方も必ず手続きをしておいてくださ
い。入所の手続きをしていない場合は、ご希望にそえないこともあります。
　現在通所し、引き続いて入所される場合は、保育所で入所申請書を受け取
り、受付期間内に各保育所に提出してください。

●町内保育所

野上第１保育所　紀美野町動木１５６番地　　　℡　４８９－２１４４
野上第２保育所　紀美野町下佐々１３６３番地　℡　４８９－４９５３
小川保育所　　　紀美野町中田５番地１　　　　℡　４８９－２４０５
神野保育所　　　紀美野町神野市場７８番地　　℡　４９５－２０４９
毛原保育所　　　紀美野町毛原宮２０４番地　　℡　４９９－０１３１

●保育時間

（通常保育）　　平　日　　午前８時３０分～午後　４時３０分
　　　　　　　土　曜　　午前８時３０分～午前１１時３０分
（延長保育：野上第１保育所・神野保育所のみ）
　　　　　　　平　日　　午前７時１５分～午後　６時３０分
　　　　　　　土　曜　　午前７時１５分～午後　１時００分

●受付期間

平成２１年１１月２日（月）～１１月３０日（月）

詳しくは、紀美野町総合福祉センター内保健福祉課（℡４８９－９９６０）
または美里支所住民・福祉室（℡４９５－３４６４）にお問い合せください。

＊年金相談のお知らせ＊
日時：１１月２５日（水）午前１０時～午後３時
場所：紀美野町役場　２B会議室
年金相談は予約できます。
また、代理の方がお越しの場合は委任状が必要になります。
事前にお問い合わせください。
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家庭用電気式生ごみ処理機の購入
補助について

紀美野町臨時的任用非常勤職員の
募集について
募集の内容は次のとおりです。
勤務場所 紀美野町松ヶ峯180番地

紀美野町星の動物園「みさと天文台」

勤務内容 施設管理、周辺の草刈、清掃及び一般事務

募集人員 1名

雇用条件 平成21年11月 1日現在、18歳以上60歳までの方

雇用期間 平成21年12月 15日～平成22年3月30日
更新することがあります。

勤務時間 原則として、午後1時00分～午後9時00分です。
（うち休憩１時間）ただし、変更する場合があります。

休　　日 毎週月曜日、火曜日、ただし、変更する場合があります。

賃　　金 時給７００円（昇給、賞与、退職金：無し）

選考方法 面接試験

試験日時 平成21年12月 9日（水）午前10時

試験場所 紀美野町中央公民館2階　視聴覚室

申込方法
及び締切

履歴書 (写真添付 )持参の上、11月30日（月）ま
でに下記へお申込下さい。（受付は月曜日～金曜日の
午前8時30分から午後5時15分です。）

申込先・
お問合せ先

紀美野町教育委員会生涯学習課（中央公民館ＴＥＬ
489-5915）又は教育委員会学事・生涯学習室（文
化センターＴＥＬ495-9055）

防衛省からのお知らせ
募集種目 陸上自衛隊

高等工科学校生徒
募集人員 約２５０名（参考：２０年度）
応募資格 １５歳以上１７歳未満の男子で中学校卒業者
受付期間 平成２１年１１月１日（日）～平成２２年１月

８日（金）
試験期日 （第１次試験）平成２２年１月２３日（土）

（第２次試験）平成２２年２月６日（土）
合格発表 （第１次試験）平成２２年２月２日（火）

（最終合格） 　平成２２年２月２６日（金）
試験会場 自衛隊和歌山地方協力本部 (和歌山市築港 )
＊お問い合せ先＊
　自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所
　〒６４９－０３１６　和歌山県有田市宮崎町１０６－２
　ＴＥＬ ：０７３７－８２－６６３１
　E-MAIL：recruit1-wakayama@pco.mod.go.jp

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

募集訓練科 ・テクニカルオペレーション科（企業実習付）３９歳以下
・テクニカルメタルワーク科
・ビル管理科　

訓練期間 平成22年１月６日（水）～６月28日（月）
 募集期間 平成21年11月６日（金）～12月４日（金）
受講料 無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先 独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山セ

ンター訓練課　℡ 073(461)5649

　紀美野町では、家庭のごみ減量化推進のため、家庭用電気式生ごみ
処理機 ( ﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞｰﾀｲﾌﾟは除く )の購入者の方に補助金を交付します。
　台所ごみについては海南市へ焼却委託をお願いしており、処理重量
に対して処理費用が発生しますので、ごみ減量化のため是非本制度を
ご利用下さいますようお願いします。

補助金額 購入金額（処理機本体価格（消費税を含む。））の3
分の１以内 (百円未満切捨て )で上限は、20,000
円です。

対　　象 ○町内に住所を有し、かつ、居住している人
○町税を完納されていること

補助台数 １０台程度（１世帯１台限り）

受付期間 平成２１年１１月９日から平成２１年１１月３０日
まで（開庁時間内にお願いします。）（但し、土曜日、
日曜日、祝日を除く）
（注）希望者多数の場合は抽選となります。
☆尚、受付終了後に予算が残っている場合は、予算
の範囲内で随時受付いたします。（先着順）

補助申請手続きに必要な書類等

○購入前に提出していただくもの
（１）申請書・計画書（紀美野町住民課及び美里支所住民・福祉

室にご用意しております。）
（２）見積書（購入する電気式生ごみ処理機のカタログ等添付）(見

積書は複写後返却いたします。)
○購入後に提出していただくもの
（１）実績報告書・設置完了届及び補助金交付請求書（補助金交

付決定通知書に同封します。）
（２）領収書（購入者の氏名が明記されているもの）
（３）メーカーの保証書（購入者・販売店等が明記されているもの）
☆上記領収書及び保証書は複写後返却いたします。

※申請及びお問合せは、
　紀美野町住民課（電話489－ 5903）又は、美里支所住民・福
祉室（電話495－ 3463）までお願いします。

オウム真理教関係特別手配被疑者の
発見検挙にご協力を
　オウム真理教が麻原彰晃こと松本智津夫教祖の指示の下に敢行した
地下鉄サリン事件から14年以上が経過しました。
　平成18年９月15日、地下鉄サリン事件など13事件で殺人罪な
どに問われた松本被告の死刑が確定しましたが、事件については最後
まで真相を語りませんでした。
　警察は、地下鉄サリン事件以降、全国警察を挙げてオウム真理教の
テロ事件等に対する捜査を強力に推進し、これまでに幹部及び信者合
わせて５００人以上を検挙しましたが、警察庁指定特別手配被疑者で
ある平田 信、高橋克也、菊地直子の３人は依然として逃走中です。
　事件の真相解明のためには、３人の検挙が不可欠です。
　警察は、３人の発見検挙を最優先課題の一つとし、広く国民の皆様
からの協力を得ながら、全国警察の総力を結集して捜査を推進してい
ます。
　似た人を見かけたらまずはお電話を！
　あなたの情報をお待ちしています。
　　　　　　　　　　　海南警察署　℡　０７３－４８２－０１１０

平
ひら た

田　信
まこと

高
たかはし

橋　克
かつ や

也 菊
きく ち

地　直
なおこ

子

逮捕監禁致死
爆発物取締罰則違反

殺人・同未遂
逮捕監禁致死 殺人・同未遂

４４歳
183ｃｍくらい
ひげが濃い
歯並び悪い
左首筋にホクロ（５ｍｍ位）

５１歳
173ｃｍくらい
眉毛が濃い
頭が大きい
近視（メガネ使用あり）

３７歳
159ｃｍくらい
右こめかみにホクロ
（４ｍｍ位）
右目下にホクロ（１ｍｍ位）
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全
、
通
行

止
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
合
せ

野
上
中
学
校　

山
下　

電
話
（
４
８
９―

２
４
５
９
）
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図
書
室
だ
よ
り

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

11
月
４
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

11
月
18
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　

１
時
間

（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

西
浦
ゆ
の
（
野
小
２
年
）

吉
村
耀
璃
（
毛
小
４
年
）

【
二
百
冊
】

田
渕
綾
乃
（
第
二
保
）

【
三
百
冊
】

西
脇
史
華
（
野
小
３
年
）

坂
口
美
瑠
（
下
小
３
年
）

【
四
百
冊
】

中
部
屋
歩
未
（
下
小
２
年
）

西
脇
彩
歌
（
野
中
３
年
）

【
八
百
冊
】

前
久
保
美
優
（
下
小
３
年
）

―
 

文
化
祭
期
間
中
の

　

図
書
室
の
開
館
に
つ
い
て ―

■
中
央
公
民
館

31
・
１
・２
日
通
常
通
り
開
館

■
文
化
セ
ン
タ
ー

31
・
１
日
通
常
通
り
開
館

２
日　

休
館
日

新刊紹介
■文化センター

・「フリーター、家を買う」　　　 有川 浩・著
・「デパートへ行こう！」 真保 裕一・著
・「プリズン・トリック」 遠藤 武文・著
・「おれも武士（おとこ）」　　　 鳥羽 亮・著
・「サナギの見る夢」 如月 かずさ・著
・「てをあらおう」　　 いしかわ まさゆき・著
・「大阪うまいもんのうた」 長谷川 義史・著
・「ぶんかいきょうだい」 西平 あかね・著

■
新
刊
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
一
般
図
書
】

「
プ
リ
ズ
ン
・
ト
リ
ッ
ク
」

遠
藤 

武
文

　

刑
務
所
内
で
の
密
室
殺
人
。
社

会
派
で
あ
り
な
が
ら
超
本
格
。
読

み
落
と
し
て
い
い
箇
所
は
ラ
ス
ト

一
行
ま
で
ど
こ
に
も
な
い
。
あ
な

た
は
絶
対
に
鉄
壁
の
ト
リ
ッ
ク
を

見
破
れ
な
い
。
そ
し
て
必
ず
、
二

度
読
む
。
第
55
回
江
戸
川
乱
歩
賞

受
賞
作
。

【
児
童
図
書
】

「
サ
ナ
ギ
の
見
る
夢
」如

月
か
ず
さ

　

こ
の
楽
し
い
日
々
が
、
ず
っ
と

続
け
ば
い
い
の
に
。
仲
良
し
ク
ラ

ス
の
男
子
生
徒
12
人
の
ま
わ
り
で

お
こ
る
、
少
し
不
思
議
な
物
語
。

講
談
社
児
童
文
学
新
人
賞
佳
作
受

賞
作
。

放
課
後
子
ど
も
教
室

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）、
文

化
セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
、

放
課
後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
中
央
公
民
館

４
日　

作
っ
て
み
よ
う
！
組
み
立

て
地
球
儀

11
日　

あ
ら
不
思
議
・
・
静
電
気

実
験

18
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

25
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
遊
ぼ

う
！

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

11
日　

切
り
紙
遊
び

18
日　

ブ
ー
メ
ラ
ン
を
作
っ
て
飛

ば
そ
う
！

25
日　

な
わ
と
び
を
し
よ
う
！

移
動
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

■
小
川
地
区
公
民
館

６
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

（「
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
」
の

皆
さ
ん
）

第
４
回
紀
美
野
町

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
結
果
！

　

10
月
12
日
（
祝
）、
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
４
回
紀
美
野

町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結

果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

【
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
】

◎
個
人
男
子
の
部

優　

勝　

妹
背
恭
禎（
ス
コ
ア
44
）

準
優
勝　

中
谷
信
雄（
ス
コ
ア
48
）

◎
個
人
女
子
の
部

優　

勝　

硲 

艶
子（
ス
コ
ア
41
）

準
優
勝　

橘
本
陽
子（
ス
コ
ア
42
）

◎
団
体
男
子
の
部

優　

勝　

安
福
チ
ー
ム

（
中
谷
尚
富
・
中
家
忠
詞
・

萩
圭
弘　

合
計
ス
コ
ア
166
）

準
優
勝　

ぎ
ん
な
ん
チ
ー
ム

（
前
中
徹
哉
・
東
宏
・
前
田

繁
弘　

合
計
ス
コ
ア
171
）

◎
団
体
女
子
の
部

優　

勝　

毛
原
の
郷
Ａ
チ
ー
ム

（
弓
庭
美
鶴
・
福
岡
規
子
・
橘

本
陽
子　

合
計
ス
コ
ア
138
）

準
優
勝　

シ
ブ
ガ
キ
チ
ー
ム

（
硲
艶
子
・
中
時
子
・
折
口

君
代　

合
計
ス
コ
ア
157
）

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

優　

勝　

ラ
マ
ン
・
ズ

（
長
生
光
代
・
堀
口
明
輝
・

堀
口
佳
子
・
上
芝
祐
巳
子
・

田
伏
昌
代
・
大
竹
知
美
）

準
優
勝　

ポ
エ
ッ
ト
白

（
坂
本
雅
律
・
北
田
勝
哉
・

吉
田
初
美
・
前
久
美
子
・
松

本
真
季
）

【
ペ
タ
ン
ク
】

優　

勝　

有
の
木
Ａ

（
山
本
和
美
・
佐
々
本
サ
ト

子
・
岡
垣
内
安
子
）

準
優
勝　

下
佐
々
Ａ

（
西
田
良
治
・
伊
藤
み
ど
り
・

神
野
正
顕
）

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
！

　

平
成
20
年
、
21
年
と
活
躍
さ
れ

た
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。（
敬
称
略
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

◎
西
川
由
華

「
第
26
回
レ
デ
ィ
ー
ス
陸
上
競

技
大
会
」
走
り
幅
跳
び
の
部 

準
優
勝

【
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】

◎
宮
脇
杏
奈

「
第
22
回
和
歌
山
県
中
学
校
秋

季
陸
上
競
技
大
会
」
１
０
０
ｍ

ハ
ー
ド
ル 

優
勝

◎
中
西
瑞
貴
◎
梅
原
雅
之

◎
中
田
瑛
次
◎
西
浦
孝
則

◎
山
本
倖
慶
◎
下
野
尻
燎

◎
田
伏
雅
也
◎
楠
岡
佳
一

◎
中
野
尻
祥

「
平
成
20
年
度
和
歌
山
県
中
学

校
駅
伝
競
走
大
会
」 

優
勝

◎
楠
岡
佳
一

「
第
22
回
和
歌
山
県
中
学
校
秋

季
陸
上
競
技
大
会
」
３
０
０
０

ｍ 

優
勝

「
第
55
回
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
競
技
大
会
和
歌
山
県
大

会
」
１
５
０
０
ｍ
・
３
０
０
０

ｍ 

優
勝

「
第
61
回
和
歌
山
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会
」
陸
上
競
技

３
０
０
０
ｍ 

優
勝

◎
中
野
尻
祥

「
第
22
回
和
歌
山
県
中
学
校
秋

季
陸
上
競
技
大
会
」
８
０
０

ｍ
・
１
５
０
０
ｍ 

優
勝

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

◎
尾
﨑
功
◎
野
口
泰
志

◎
奥
村
海
斗
◎
新
谷
颯
一
朗

◎
後
呂
侑
二
朗
◎
西
門
一
宰

◎
笹
尾
泰
生
◎
中
出
考
為

◎
山
本
侑
聖
◎
小
柳
賢
太
郎

◎
河
本
健
太
郎
◎
上
赤
坂
育
夢

◎
野
口
聡
大
◎
西
谷
勇
飛

◎
千
野
太
雅
◎
大
竹
慎
勇

◎
常
田
拓
志
◎
西
川
諄
◎
西
川
諒

「
第
25
回
Ｃ
級
・
第
10
回
松
源

杯
学
童
軟
式
野
球
大
会
」
優
勝
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☆
通
学
合
宿
参
加
者
の
感
想
☆

　

洗
濯
や
料
理
を
自
分
た
ち
で

す
る
の
は
、
大
変
だ
け
ど
楽
し

か
っ
た
で
す
。
そ
れ
に
、
更
生

保
護
女
性
会
の
皆
さ
ん
や
も

ら
い
湯
を
し
た
家
族
の
方
々
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
人
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
ホ
ッ
ケ
ー
教
室
も
あ
り
、
他

の
学
校
の
子
と
交
流
で
き
た
事

も
良
い
思
い
出
で
す
。

　

こ
の
通
学
合
宿
で
体
験
し

た
、
普
段
で
は
自
分
で
な
か
な

か
し
な
い
経
験
を
こ
れ
か
ら
の

生
活
に
活
か
し
、
家
族
を
少
し

で
も
助
け
て
あ
げ
ら
れ
た
ら
、

嬉
し
い
で
す
。野

上
小
学
校
６
年

米
田　

紗
菜

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
四
十
三

回
文
物
語
（
そ
の
４
）

「
政
権
交
代
」
の
巻

町
史
編
纂
室　

森
下　

誠

　

慶
応
三
年
（
１
８
６
７
）、
将

軍
慶
喜
は
大
政
奉
還
を
し
て
謹
慎

し
ま
し
た
が
、
薩
長
を
中
心
と
す

る
朝
廷
側
は
武
力
倒
幕
路
線
を
崩

さ
ず
、
幕
府
方
が
最
後
の
抵
抗
を

試
み
た
の
が
戊
辰
戦
争
で
、
ご
存

じ
上
野
の
山
の
彰
義
隊
、
会
津
の

白
虎
隊
の
物
語
な
ど
を
残
し
ま
し

た
。
高
野
山
は
、
永
年
の
パ
ト
ロ

ン
で
あ
っ
た
幕
府
が
傾
い
た
の

で
、
い
ち
は
や
く
朝
廷
側
の
バ
ス

に
乗
り
換
え
た
よ
う
で
、
慶
応
四

年
の
正
月
、
毛
原
、
下
神
野
・
小

川
、
志
賀
野
の
庄
屋
宛
に
次
の
よ

う
な
回
文
を
出
し
て
い
ま
す
。
い

ま
ふ
う
に
要
約
し
ま
す
。

一
、
こ
の
た
び
京
阪
で
戦
争
が

通
学
合
宿
が
無
事
に
終
了
！

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

「
き
の
く
に
コ
カ
リ
ナ
倶
楽
部
」

代
表　

井
谷　

洋
子

　
「
コ
カ
リ
ナ
っ
て
何
？
」
オ
カ
リ

ナ
と
よ
く
間
違
わ
れ
ま
す
。
オ
カ
リ

ナ
は
土
で
出
来
て
い
ま
す
が
、
コ
カ

リ
ナ
は
木
で
出
来
て
い
ま
す
。
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
民
族
楽
器
で
黒
坂
黒
太
郎

さ
ん
が
日
本
に
持
ち
帰
り
普
及
し
ま

し
た
。

　

愛
好
者
が
少
な
い
で
す
が
、
一
度

手
に
持
つ
と
、
木
の
温
も
り
と
、
や

さ
し
い
音
色
で
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。

私
達
は
、
月
２
回
中
央
公
民
館
で
練

習
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
第
１
回
和

歌
山
コ
カ
リ
ナ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

吉
備
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
カ
リ
ナ
と
出
会
っ
て
５
年
程

に
な
り
ま
す
が
、
や
っ
と
木
の
音

が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
か

な
と
思
い
ま
す
。
コ
カ
リ
ナ
は
ど

ん
な
木
か
ら
も
作
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
音
色
が
違
い
ま
す
。
梅

は
硬
く
て
高
い
音
、
そ
め
い
よ
し

の
桜
は
気
品
の
あ
る
音
色
。
ま
た
、

幻
の
木
と
言
わ
れ
る
黒
柿
の
コ
カ

リ
ナ
も
あ
り
ま
す
。
今
私
た
ち
が

吹
い
て
い
る
の

は
、
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
と
秋
田
杉

で
す
。

　

11
月
１
日
、

文
化
祭
に
出
演

し
ま
す
の
で
、

木
の
音
色
を
聴

き
に
来
て
く
だ

さ
い
。

　

10
月
13
日
〜
17
日
の
４
泊

５
日
間
、
小
学
校
４
〜
６
年

生
を
対
象
に
中
央
公
民
館
・

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
を
生
活

の
場
と
し
て
寝
食
を
共
に
し
、

共
同
生
活
を
送
る
中
で
、
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
事
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
38
名
の
児
童
が
参

加
し
、
毎
朝
元
気
に
各
施
設

か
ら
通
学
し
ま
し
た
。
班
で

協
力
し
、
調
理
・
洗
濯
・
掃

除
な
ど
を
自
分
達
で
こ
な
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
更
生
保
護
女
性
会
・

和
歌
山
大
学
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
も
深
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
家
で
も
手

伝
い
等
を
進
ん
で
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
、
幕
府
軍
の
落
武
者
が

領
に
逃
げ
込
ん
で
来
る
か
も

し
れ
な
い
。
も
し
来
た
ら
決

し
て
隠
さ
ず
す
ぐ
届
け
出
る

よ
う
鷲
尾
殿
か
ら
命
令
が
出

た
。
よ
く
心
得
る
よ
う
に
。

一
、
近
く
高
野
山
警
備
の
武
士

団
（
朝
廷
側
）
が
寺
領
を
巡

回
す
る
。
そ
の
際
白
地
に

「
菊
」
の
紋
章
の
旗
を
掲
げ

て
い
る
の
で
、
地
士
や
村
役

人
は
村
境
ま
で
出
迎
え
、
村

人
た
ち
も
決
し
て
無
礼
の
な

い
よ
う
に
よ
く
言
い
聞
か
せ

て
お
く
よ
う
に
。

　

さ
て
こ
の
「
鷲
尾
殿
」
と
い
う

の
は
、
戊
辰
戦
争
直
前
の
慶
応
三

年
十
二
月
、
朝
廷
側
か
ら
紀
州
藩

を
け
ん
制
す
る
た
め
に
高
野
山
に

派
遣
さ
れ
た
「
進
駐
軍
」
の
指
揮

官
で
す
。
白
地
に
「
菊
」
の
旗
印

を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。
い
っ
ぽ
う

「
葵
」
の
ご
紋
で
権
勢
を
誇
っ
た

御
三
家
の
紀
州
藩
は
悩
み
ま
す
。

あ
く
ま
で
幕
府
を
助
け
抗
戦
せ
よ

と
い
う
江
戸
の
藩
邸
と
、
反
対
に

朝
廷
側
に
恭
順
す
べ
し
と
い
う
地

元
と
意
見
が
分
か
れ
、
対
応
が
ぶ

れ
ま
す
。

　

鳥
羽
伏
見
で
敗
れ
た
将
軍
慶
喜

は
、
紀
州
藩
に
「
あ
と
は
よ
ろ
し

く
・
・
」
と
言
い
置
い
て
大
阪
か

ら
船
で
江
戸
に
逃
げ
、
幕
府
敗
残

兵
は
な
だ
れ
を
打
っ
て
紀
州
に
逃

げ
込
み
ま
す
。
和
歌
山
市
内
か
ら

紀
三
井
寺
周
辺
は
ご
っ
た
が
え

し
、
南
紀
徳
川
史
に
は
「
何
万
と

い
う
敗
兵
が
飢
え
と
乾
き
に
疲
れ

果
て
、
わ
ず
か
十
六
里
（
約
６
０

キ
ロ
）
の
道
の
り
を
五
日
間
か
け

て
た
ど
り
着
き
、
血
を
流
し
な
が

ら
槍
に
す
が
っ
て
歩
く
も
の
、
名

馬
を
売
っ
て
食
べ
物
を
乞
う
者
、

伝
家
の
宝
刀
を
差
し
出
し
て
宿
を

さ
が
す
者
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た

い
惨
状
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
朝

廷
側
か
ら
は
紀
州
藩
に
対
し
、「
落

武
者
を
入
れ
る
な
、
鷲
尾
軍
と
共

闘
し
て
大
阪
城
の
幕
府
勢
を
攻
め

よ
」と
言
っ
て
く
る
し
、か
と
い
っ

て
御
三
家
を
た
よ
っ
て
来
た
人
た

ち
を
捨
て
置
け
ず
、
負
傷
者
に
は

応
急
手
当
を
し
、
急
い
で
船
に
乗

せ
江
戸
へ
送
り
返
し
ま
す
。
余
談

な
が
ら
、
そ
の
と
き
藩
は
領
内
の

漁
船
を
大
量
に
し
か
も
高
給
で

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
の
で
、
漁
師
の

み
な
さ
ん
思
わ
ぬ
大
も
う
け
だ
っ

た
と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

　

藩
は
領
内
に
幕
兵
が
居
な
く

な
っ
て
か
ら
、
探
索
の
命
令
を
出

す
と
い
う
苦
肉
の
策
を
と
り
ま
し

た
。
こ
の
あ
た
り
の
対
応
が
朝
廷

側
の
不
信
を
買
い
、
明
治
新
政
府

の
中
に「
紀
州
は
信
用
で
き
な
い
」

と
い
う
印
象
を
強
く
残
す
羽
目
に

な
り
ま
す
。
御
三
家
三
百
年
の
恩

寵
の
「
つ
け
」
が
ま
わ
っ
た
と
い

う
か
、
そ
の
後
の
国
政
の
中
で
、

和
歌
山
県
の
処
遇
に
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
残
し
た
よ
う
で
す
。

　

頭
を
下
げ
る
相
手
が
「
葵
」
か

ら
「
菊
」
に
変
っ
て
ご
先
祖
た
ち

も
た
い
へ
ん
だ
っ
た
み
た
い
で

す
。
そ
う
言
え
ば
近
ご
ろ
似
た
よ

う
な
事
が
・
・
。

慶応四年正月の回文
毛原社寺文書
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歌
の
小
道

稲
を
刈
る
豊
年
印
の
鎌
を
も
て　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

薙な
ぎ
な
た刀
の
如
く
芋ず

い

き茎
を
か
つ
ぎ
き
し　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

松
手
入
れ
年
改
ま
る
思
ひ
し
て　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

多
目
的
教
室
の
増
え
稲
雀　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

釣
り
た
て
の
も
の
で
持
て
成
す
月
の
宴　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

栗く
り

飯め
し

を
ほ
く
ほ
く
ほ
く
と
昼ひ

る

げ餉
か
な　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

露
天
湯
の
湯
気
の
流
れ
て
紅
葉
川　
　
　
　
　
　
　
　

岡
哲
夫

シ
ェ
ー
カ
ー
に
指
輪
の
光
る
十
三
夜　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

月
祀ま

つ

る
月
見
の
花
は
夫
が
活
け　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

北
窓
よ
り
入
り
来
る
風
は
蒸
し
暑
き

　
　
　

真
夜
の
目
覚
め
を
眠
り
に
誘
ふ　
　
　
　
　

吉
村
紀
子

ひ
お
う
ぎ
は
暑
さ
に
負
け
ず
咲
き
匂
ひ

　
　
　

吾
が
夏
ば
て
の
心
は
げ
ま
す　
　
　
　
　
　

今
出
瑞
子

霧
な
が
る
る
夜
の
生
石
山
に
響
く
ジ
ャ
ズ

　
　
　

な
が
れ
に
響
き
て
老
い
華
や
ぐ
や　
　
　

角
谷
と
し
み

ち
ぎ
れ
雲
川
面
に
う
つ
る
水
す
く
ひ

　
　
　

鮎
釣
る
息
子
等
の
そ
ば
に
佇
た
た
ず

む　
　
　
　
　

黒
西
葉
子

身
仕
度
す
る
鏡
に
映
す
我
が
影
に

　
　
　

良
き
日
で
あ
れ
と
そ
っ
と
紅
を
ひ
く　
　

笹
田
美
代
子

庭
の
辺
に
月
も
聞
て
る
虫
の
声

　
　
　

不ふ
じ
ょ
う浄

の
心
正
さ
ん
と
佇た

つ　
　
　
　
　
　

西
佐
古
祐
子

幼お
さ
な

等ら

と
歌
っ
て
歩
く
こ
の
道
は

　
　
　

ト
ン
ボ
群
れ
飛
ぶ
童
謡
の
道　
　
　

 　

 　

 

寺
岡
幸
子

足
な
え
て
手
入
れ
届
か
ぬ
荒あ

れ
に
わ庭

に

　
　
　

高た
か
さ
ご砂

百ゆ

り合
の
み
薹と

う

高
く
咲
く　
　
　
　
　

梶
谷
美
瑳
子

夕ゆ
う

つ
陽
に
輝
き
な
が
ら
群ぐ
ん

雀
じ
ゃ
く

　
　
　

す
っ
と
大
樹
の
懐
ふ
と
こ
ろに
入
る　
　
　
　
　
　
　

奥
ふ
み
代

天文台だより 学校だより

　紀美野町の皆さま、アロ～ハ！これは昼
夜いつでも使えるハワイ語のご挨拶。紀美
野町の自然の美しさと、道で出会う皆様が
会釈をして下さる気持ちの豊かさは、ハワ
イと重なってきます。
　天の川がはっきり見えるみさと天文台
で、天文のお話と小型望遠鏡を組み立てて
お持ち帰りいただくというイベントを共同
で開催しました。
　お客様は幼稚園児から 99 歳の方まで実
に様々。いつもはビデオゲームに熱中し
ている兄弟姉妹もこのときばかりは、お互
いの作品を比べっこ。ご家族との会話もは
ずんでいました。天文台への関心が高まっ
た生徒さんや、これからも星を見ますね
とおっしゃるご家族。
夜空に代表される自
然・環境を大切にす
る方々がいらっしゃ
るからこそ、すばる
望遠鏡のように大き
な望遠鏡施設も運用
できるというものです。これからも、みさ
と天文台の望遠鏡でじかに天体をご覧いた
だくことにより、宇宙を知る営みを多くの
方々が続けていかれますように。

「みさとからすばるへ」　　　　　　　　　　　
　　　　　林　左絵子

（国立天文台ハワイ観測所准教授）
　本校では、多くの方々が子どもたちに関
わってくださっています。ゲストティー
チャー（米・野菜づくり、料理、絵封筒、
ちぎり絵、茶道等）や、ボランティア（読
み聞かせ、入学式・卒業式の生け花、庭木
の剪定、田畑の手入れ、花植え、庭掃除、
登校指導等）として、そして「小川子ども
守り隊」の活動や老人クラブとの交流･･。
　さらに昨年度からは、小川地区公民館と
の連携のもと、講座やサークルとの共同学
習を始め、現在は、「いきいき講座（童謡）」
と３, ４年生の音楽、「男性料理サークル」
と５, ６年生の家庭科を一緒にさせていた
だいています。また、読みかたりや運動会
を通じて、大成高校生との交流も深まりつ
つあります。
　子どもがより豊かに育つためには、教
師と生徒、親と子
のような『たての
関係』や子ども同
士の『横の関係』
に加えて、『ナナ
メの関係』が大事
だと言われていま
す。地域のおじさん、おばさん、お兄さん、
お姉さん･･様々な方からの一言が、小川の
子どもたちの“宝物”となっています。

さまざまな交流で『ナナメの関係』を豊かに
紀美野町立小川小学校

和やかな雰囲気の講演の後は
車座になって望遠鏡の工作を
行いました。
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子

９月の消防の動き
●火災発生件数…１件（その他）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 31（　） （　） 31（　）
一 般 負 傷 ８（１） （　） ８（１）
交 通 事 故 ３（　） （　） ３（　）
そ の 他 ６（　） （　） ６（　）
合 計 48（１） （　） 48（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
21
年
12
月
６
日
（
日
）

11
月
９
日
は

【
１
１
９
番
の
日
】
で
す

　

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
る
時

季
を
迎
え
、
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
11
月
９
日
（
月
）

か
ら
11
月
15
日
（
日
）
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
住
宅
防
火
対
策
は
万

全
で
す
か
・
・
・
こ
の
機
会
に
、

と
も
す
れ
ば
忘
れ
が
ち
と
な
る

「
火
」
に
対
す
る
警
火
心
の
高
揚

を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

平
成
21
年
秋
季
全
国

　

火
災
予
防
運
動
実
施

９月９日（水）一日救急隊長
（野上厚生病院　内科外来

前田看護師）

９月７日（月）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　丹羽医師）

10月２日（金）ドクターカー運用
（野上厚生病院　整形外科

保田医師）

９月15日（火）ドクターカー運用
（野上厚生病院　内科　西村医師）

皆
さ
ん
の
住
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
必
要
で
す
！

■
な
ぜ
必
要
と
な
っ
た
の
？

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
建

物
火
災
に
よ
る
死
者
全
体
の
約
９

割
を
占
め
、
そ
の
約
６
割
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
方
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
で
亡
く

な
っ
た
方
の
約
７
割
が
「
逃
げ
遅

れ
」
で
、
よ
り
早
く
火
災
の
発
生

を
知
っ
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
方
も

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
消

防
法
及
び
市
町
村
条
例
が
改
正
さ

れ
全
国
一
律
に
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

■
い
つ
か
ら
設
置
す
る
の
？

　

新
築
住
宅
は
、
平
成
18
年
６
月

１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で
す
。

　

既
存
の
住
宅
は
、
平
成
23
年

５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要

で
す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

基
本
的
に
普
段
み
な
さ
ん
が
就

寝
し
て
い
る
部
屋
と
寝
室
が
あ
る

階
の
階
段
部
分
で
す
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
！

　

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問

販
売
や
点
検
を
す
る
者
が
出
没
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国

の
技
術
基
準
に
適
合
し
な
い
住
宅

用
火
災
警
報
器
は
購

入
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
日
本
消

防
検
定
協
会
の
鑑
定

品
に
は
、「
鑑
定
マ
ー

ク
」
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
購
入

時
の
目
安
と
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部 

予
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
３
）

救
急
医
療
週
間
行
事
報
告

　

去
る
９
月
９
日
か
ら
９
月
15
日

ま
で
の
救
急
医
療
週
間
に
ち
な
ん

で
町
民
の
み
な
さ
ま
の
救
急
業
務

に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認
識
を

深
め
る
と
共
に
、
救
急
医
療
関
係

者
及
び
職
員
の
士
気
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
次
の
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
。

老
朽
化
し
た
消
火
器
に

注
意
!!

　

老
朽
化
し
た
消
火
器
の
破
裂
に

よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

古
く
な
っ
た
消
火
器
が
あ
る
場
合

や
、
点
検
、
設
置
時
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
水
の
か
か
る
場
所
、
湿
気
の
あ

る
場
所
に
設
置
し
な
い
。

○
直
接
地
面
や
床
に
設
置
し
な
い
。

○
時
々
点
検
し
、
錆
び
や
傷
が
あ

る
場
合
は
耐
用
年
数
以
内
で
も

使
用
し
な
い
。

○
腐
食
が
あ
る
消
火
器
は
専
門
の

業
者
に
点
検
や
、
処
分
を
依
頼

し
ま
し
ょ
う
。

火
災
時
等
の
防
災
無
線

放
送
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜
滝
・

鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地
区
が
あ

り
ま
す
。
火
災
時
等
の
防
災
無
線

放
送
に
つ
い
て
は
、
野
上　

長
谷

（
ノ
カ
ミ　

ナ
ガ
タ
ニ
）・
美
里　

永
谷
（
ミ
サ
ト　

ナ
ガ
タ
ニ
）、

野
上　

釜
滝
（
ノ
カ
ミ　

カ
マ
タ

キ
）・
美
里　

鎌
滝
（
ミ
サ
ト　

カ
マ
タ
キ
）
と
放
送
し
ま
す
の
で

お
聞
き
間
違
い
の
な
い
よ
う
注
意

し
て
下
さ
い
。

火
災
発
生
状
況
案
内
に

つ
い
て

　

町
内
で
の
火
災
発
生
状
況
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
℡

４
８
９―

６
６
７
７
に
お
掛
け
く

だ
さ
い
。（
火
災
状
況
が
録
音
さ

れ
て
い
ま
す
。）

月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

消
防
本
部
警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

　本年も秋季火災予防運動実施に伴い、下記のとおり
サイレン吹鳴を行いますので、火災等とお間違えのな
いようにお願いします。
１．吹鳴日時　11月９日（月）　午前７時 00分
２．吹鳴方法　一斉（１分間）
　尚、海南市内においても 11 月９日から 11 月 15 日
までの毎日午後９時にサイレン吹鳴を行いますので、
火災等と間違えないでください。

サイレン吹鳴について
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人の動き

（平成21年９月末現在）
紀美野町面積128.31km2

総人口………… 11,127人
 　男　………… 5,184人
 　女　………… 5,943人
 世帯数………… 4,649世帯

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
１日（日）
　〃　　

９:00 ～
10:00 ～

文化祭
芸能祭

中央公民館・文化センター
文化センター

生涯学習課
生涯学習課

489-5915
489-5915

２日（月） ９:00 ～ 文化祭 中央公民館 生涯学習課 489-5915
３日（祝）13:30 ～ 町民大学講座 中央公民館 生涯学習課 489-5915
４日（水）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【８日（日）・２２日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
６日（金） 移動町長室【２５日（水）】 美里支所 総務課

総務・税務室
489-5912
495-3471

８日（日） 9:00 ～ パークゴルフ大会「秋」 ふれあい公園 生涯学習課 489-5915
14日（土） 9:30 ～ 小川地区作品展示会 小川地区公民館 小川地区公民館 489-4511
15日（日） ９:30 ～ 小川地区作品展示会 小川地区公民館 小川地区公民館 489-4511
17日（火）13:30 ～ 高齢者学級 志賀野小学校 生涯学習課 489-5915
18日（水）13:00 ～ 行政相談【～15:00】 中央公民館・美里支所 総務課

総務・税務室
489-5912
495-3471

22日（日） ９:00 ～ 第４回紀美野町農林商工まつり＆紀美野柿の市 文化センター 産業課 489-5901
23日（祝） 9:00 ～ 県ゲートゴルフ協会大会会長杯 農村総合センター 学事生涯学習室 495-9055
24日（火）13:30 ～ 高齢者学級 真国区民センター 生涯学習課 489-5915

11月

　11 月、この季節朝夕気温がぐっと下がります。健康
管理には十分気をつけたいものです。
　10 月 31 日（土）から 11 月２日（月）まで町文化祭
が中央公民館と文化センターで、また、22 日（日）に
は農林商工まつり＆紀美野柿の市が文化センター・木
の温もり広場で開かれます。皆さん、「芸術の秋」「味
覚の秋」を楽しんでください。

編 集 後 記

「1人でも雇ったら、入ろう。労働保険」
労働保険適用推進月間　１１/１～１１/３０
　労働保険とは労働者災害補償保険（一般に「労災保
険」といいます。）と雇用保険とを総称した言葉で、
保険給付は両保険制度で別個に行われていますが、保
険料の徴収等については、労働保険として原則的に一
体のものとして取り扱われています。
　労働保険は、農林水産業の事業の一部を除き、労働
者（パート・アルバイトも含む）を一人でも雇ってい
れば適用事業所となり、労働保険に加入しなければな
りません。
※労災保険とは労働者が業務上の事由又は通勤によっ
て負傷したり、病気に見舞われたり、あるいは不幸に
も死亡された場合に被災労働者や遺族を保護するため
必要な保険給付を行うものです。
　雇用保険とは労働者が失業した場合及び労働者につ
いて雇用の継続が困難となる事由が生じた場合に、労
働者の生活及び雇用の安定を図るとともに、再就職を
促進するため必要な給付を行うものです。
　加入の手続きなどの詳細につきましては、和歌山労
働局又は最寄りの労働基準監督署若しくは公共職業安
定所（ハローワーク）までお問い合わせください。

●小規模企業共済制度のご案内
　小規模企業共済制度は、個人事業主または会社等の役員
の方が事業をやめられたり退職された場合に、生活の安定
や事業の再建を図るための資金をあらかじめ準備しておく
国がつくった共済制度で、いわば「小規模企業の経営者の
ための退職金制度」といえます。
　この制度の特徴は、掛金は全額所得控除。受け取る共済
金も退職所得扱い又は公的年金等の雑所得扱いとなります。
　詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会・商工会
議所・青色申告会・金融機関の本支店の窓口で取扱いして
います。制度の運営は、独立行政法人中小企業基盤整備機
構が行っています。
　（共済相談室　℡　050-5541-7171
　　URL　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html）

●労働基準監督署
　和歌山…℡073-431-0211
●公共職業安定所（ハローワーク）
　海　南…℡073-483-8609

●経営セーフティ共済
（中小企業倒産防止共済制度）のご案内
　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が原因で、
経営悪化の危機に直面してしまったときに資金を借入れる
ことができる制度で、中小企業を守るために国がつくった
共済制度。無担保・無保証人で、積み立て掛金の10倍の
範囲内（最高３，２００万円）で被害額相当の共済金が借
入れ可能。毎月の掛金も税法上、必要経費または損金に算
入できます。
　詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会・商工会
議所・金融機関の本支店の窓口で取扱いしています。制度
の運営は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が行ってい
ます。
　（共済相談室　℡　050-5541-7171
　　URL　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html）
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吉
見
集
会
所
が
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
９
月
28
日
に
関
係
者

が
集
ま
り
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

完
成
し
た
集
会
所
は
、
鉄
骨

造
平
屋
建
て
、
延
床
面
積
148
・

68
㎡
で
、
間
取
り
は
集
会
室
と

調
理
室
、
玄
関
・
ホ
ー
ル
等
で
、

建
築
費
は
、
約
３
，
６
５
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、地
域
住
民
の
文
化
、

交
流
活
動
の
場
と
し
て
大
い
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

完成した吉見集会所

テープカット

四
輪
車
点
検
風
景
（
長
谷
地
区
）

街頭啓発や自動車の整備点検を実施 !!街頭啓発や自動車の整備点検を実施 !!街頭啓発や自動車の整備点検を実施 !!
秋の全国交通安全運動終わる

　

９
月
21
日
か
ら

「
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
」
な
ど
を
運

動
の
重
点
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
し
た
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動

が
９
月
30
日
に
終
了

し
ま
し
た
。期
間
中
、

街
頭
啓
発
及
び
自
動

車
の
整
備
点
検
が
行

わ
れ
、
交
通
事
故
の

防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
秋
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
、
行
楽
地

は
車
の
量
も
増
え
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
安

全
運
転
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　

10
月
14
日
、
製
薬
会
社
の
ア

ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社
（
大
阪
市
）

の
社
員
約
40
人
が
生
石
高
原
近

く
の
鳥
獣
保
護
区
周
辺
の
林
道

（
中
田
地
内
）
の
草
刈
り
を
行

い
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
平
成
18
年
に
「
高

齢
化
す
る
村
を
応
援
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
毎

年
、
全
国
各
地
で
清
掃
活
動
な

ど
社
会
貢
献
に
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
紀
美
野
町
で
も
今
回
で

４
回
目
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

　

林
道
入
口
で
行
わ
れ
た
開
会

式
で
は
、
寺
本
町
長
か
ら
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、そ
の
後
、

社
員
の
皆
さ
ん
は
４
班
に
分
か

れ
て
、
N
P
O
法
人
生
石
山

の
大
草
原
保
存
会
の
方
々
や
役

場
職
員
の
指
導
の
も
と
約
２
時

間
に
わ
た
り
、
鎌
や
の
こ
ぎ
り

を
使
い
、
２
㎞
に
わ
た
っ
て
林

道
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
作
業
終
了
後
、
生
石

キ
ャ
ン
プ
場
で
懇
親
会
が
催
さ

れ
、
社
員
の
皆
さ
ん
は
生
石
山

の
大
草
原
保
存
会
の
方
々
ら
と

交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

林
道
を
き
れ
い
に

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社

〜
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

生石高原

開会式

林
道
沿
い
の
草
を
刈
る
参
加
者

た
ち


